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『
弟
子
問
』
は
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二

0
0
六
年
）
に
収
録
さ
れ
た
出
土
古
侠
文
献
で
あ

り
、
「
釈
文
考
釈
」
は
張
光
裕
氏
が
担
当
し
て
い
る
。
孔
子
と
弟
子

と
の
問
答
を
中
心
と
す
る
儒
家
系
文
献
と
推
定
さ
れ
る
が
、
残
簡

中
に
篇
題
は
み
え
ず
、
『
弟
子
問
』
と
い
う
書
名
は
整
理
者
に
よ
る

内
容
か
ら
の
仮
称
で
あ
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
に
は
『
弟
子
問
』
と
し

て
、
二
十
四
簡
の
竹
簡
と
契
口
位
置
が
確
認
で
き
な
い
た
め
に
帰

属
が
保
留
さ
れ
た
附
簡
一
簡
の
計
二
十
五
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
上
部
や
下
部
あ
る
い
は
そ
の
両
方
が
映
損
し
た

残
簡
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
少
な
か
ら
ぬ
映
失
簡
の
存
在
が
想

序

上
博
楚
簡
『
弟
子
問
』
考
釈

I

失
わ
れ
た
孔
子
言
行
録
ー

中
国
研
究
集
刊
為
号
（
総
四
十
三
号
）
平
成
十
九
年
六
月
一
八
ー
四

0
頁

（上）
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
の
把
握
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ

り
、
全
体
的
な
構
成
に
つ
い
て
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

う
し
た
資
料
上
の
制
約
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
と
く
に
以
下
の
二

点
を
重
視
し
た
。

第
一
点
は
、
掛
合
・
編
聯
に
よ
る
残
簡
の
復
原
で
あ
る
。
掛
合

と
は
、
断
裂
し
た
残
簡
を
も
と
の
完
全
な
竹
簡
に
復
原
す
る
こ
と

を
指
し
（
本
稿
で
は
＋
で
表
示
）
、
こ
れ
に
対
し
て
編
聯
は
各
簡
の

排
列
を
復
原
す
る
こ
と
を
指
す
（
本
稿
で
は
ー
で
表
示
）
。
『
弟
子

問
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
陳
剣
氏
を
中
心
と
す
る
先
学
の
指
摘

が
あ
り
、
併
合
・
編
聯
に
よ
っ
て
一
定
の
本
文
が
復
原
さ
れ
た
結

果
、
内
容
の
把
握
が
進
展
し
、
さ
ら
に
少
数
な
が
ら
首
尾
完
結
し

た
章
を
復
原
し
得
る
例
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
当
該
各
章
の

内
容
把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
部
分
的
に
残
存
す
る
他
の
章
の
性
格

福

田

哲

之
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を
把
握
す
る
上
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
と
く
に
留
意
す
べ
き
は
、
復
原
の
妥
当
性

に
つ
い
て
の
吟
味
が
不
可
欠
で
あ
り
、
十
分
な
根
拠
を
伴
わ
な
い

復
原
は
、
か
え
っ
て
内
容
把
握
に
誤
解
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
客
観
的
指
標
と
な
る
竹
簡

の
形
制
面
か
ら
の
分
析
を
中
心
に
、
併
合
・
編
聯
の
妥
当
性
の
検

証
を
試
み
た
。

第
二
点
は
、
『
論
語
』
と
の
比
較
に
よ
る
内
容
•
構
成
の
分
析
で

あ
る
。
『
弟
子
問
』
の
残
簡
か
ら
知
ら
れ
る
断
片
的
な
内
容
や
章
の

末
尾
に
付
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
章
符
号
な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま

え
る
と
、
『
弟
子
問
』
は
孔
子
の
言
行
や
孔
子
と
弟
子
と
の
問
答
か

ら
な
る
複
数
の
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
章
の
形
態
や
語
法
な
ど
の
諸
点

で
『
論
語
』
と
の
間
に
多
く
の
共
通
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ

る
。
こ
う
し
た
『
論
語
』
と
の
共
通
性
は
、
『
弟
子
問
』
残
存
各
章

の
分
章
や
内
容
•
構
成
の
検
討
に
お
い
て
貴
重
な
手
が
か
り
を
提

供
し
、
さ
ら
に
『
弟
子
問
』
の
文
献
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
上

に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
意
図
か
ら
『
弟
子
問
』
の
釈
読
・
考
証

を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
管
見
の
お
よ
ん
だ
先
行
研
究
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
研
究
者
の
氏
名
を
掲
げ
た
。

•
張
光
裕
「
釈
文
考
釈
」
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』

所
収
「
弟
子
問
」
二

0
0
五
年
十
二
月
）

・
季
旭
昇
「
上
博
五
椰
議
（
下
）
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
 

g
.
c
n
/
)

二
0
0
六
年
二
月
十
八
日

•
蘇
建
洲
「
初
読
《
上
博
五
》
浅
説
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
 

m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

―
1
0
0
六
年
二
月
十
八
日

•
陳
剣
1

「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
併
合
与
編
聯
問

題
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

二
0
0
六
年
ニ

月
十
九
日

•
何
有
祖
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
試
読
三
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/

月
w.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

―
1
0
0
六
年
上
一
月
一
―
十
日

•
陳
偉
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
零
釈
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s

m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

二
0
0
六
年
二
月
二
十
一
日

•
陳
剣
2

「
《
上
博
（
五
）
》
零
札
両
則
」
簡
吊
網
(
h
t
t
p
:

/
/
w
w
w
.
 

b
s
m
.
o
r
g
.
 e
n
/
)

―
1
0
0
六
年
―
一
月
二
十
一
日

•
張
振
謙
「
上
博
（
五
）
札
記
二
則
」
簡
吊
網
(
h
t
t
p
:
/
/

月
w
.

b
s
m
.
 

o
r
g
.
 e

n
/
)

二
0
0
六
年
二
月
二
十
七
日

•
牛
新
房
「
《
弟
子
問
》
札
記
一
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
 

m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

二
0
0
六
年
三
月
四
日

•
揚
澤
生
「
《
上
博
五
》
零
釈
十
二
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:

/
/
w
w
w
.
 

b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

―
1
0
0
六
年
三
月
二
十
日
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•
田
偉
「
上
博
五
《
弟
子
問
》

I
I

登
年
I
I小
考
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/

¥
w
月
.
b
s
m
.
 o
r
g
.
 e
n
/
)

―1
0
0
六
年
三
月
二
十
一
日

•
陳
斯
鵬
「
読
《
上
博
竹
書
（
五
）
小
記
」
簡
吊
網
(
h
t
t
p
:
/
/
w

言
·

b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

―1
0
0
六
年
四
月
一
日

•
小
虫
「
説
《
上
博
五
・
弟
子
問
》

I
I

延
陵
季
子
I
I的

I
I

延
I
I字
」

簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
;‘
¥
 w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

二
0
0
六
年
五
月
二

十
日

．
疸
常
喜
1

「
《
上
博
五
・
弟
子
問
》

1
.
2
号
簡
残
字
補
説
」
簡

吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

I

―0
0
六
年
五
月
二
十

一
日

•
草
野
友
子
「
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
に
つ
い
て
ー

形
制
一
覧
と
所
収
文
献
提
要
ー
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十

号
、
二

0
0
六
年
六
月
一
日
）

•
林
素
清
「
読
上
博
楚
竹
書
（
五
）
札
記
両
則
」
（
『
新
出
楚
簡
国
際

学
術
研
討
会
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』
武
漢
大
学
、
二

O

0
六
年
六
月
二
十
六

S
二
十
八
日
）

．
侯
乃
峰
「
上
博
（
五
）
幾
個
固
定
詞
語
和
句
式
補
説
」
（
『
新
出
楚

簡
国
際
学
術
研
討
会
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』
武
漢
大
学
、

二
0
0
六
年
六
月
二
十
六

S
二
十
八
日
）

•
曹
建
国
「
上
博
竹
書
《
弟
子
問
》
関
干
子
路
的
幾
条
簡
文
疏
釈
」

（
『
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』

武
漢
大
学
、
二

0
0
六
年
六
月
二
十
六

S
二
十
八
日
）

竹
簡
形
制

•
劉
洪
涛
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
小
考
両
則
（
修
訂
稿
）
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

―1
0
0
六
年
七
月
五
日

．
疸
常
喜
2

「
《
弟
子
問
》
《
季
庚
子
問
於
孔
子
》
札
記
三
則
」
簡

吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
e
n
/
)

二
0
0
六
年
七
月
三
十

一
日

で
は
釈
読
・
考
証
の
前
提
と
し
て
、
竹
簡
の
形
制
を
中
心

に
残
存
簡
数
、
簡
長
・
契
口
、
符
号
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お

き
た
い
。

(
-
）
残
存
簡
数

上
述
の
ご
と
く
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
所
収
『
弟

子
問
』
に
は
、
二
十
四
簡
の
竹
簡
と
契
口
位
置
が
確
認
で
き
な
い

た
め
に
帰
属
が
保
留
さ
れ
た
附
簡
一
簡
の
計
二
十
五
簡
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
簡
3
は
字
体
・
契
口
位
置
・
文
体
の
分
析

か
ら
『
君
子
為
礼
』
へ
の
帰
属
が
明
ら
か
で
あ
り
、
一
方
、
附
簡

は
字
体
の
分
析
に
よ
っ
て
『
弟
子
問
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
裏

付
け
ら
れ
る
（
拙
稿
「
出
土
古
文
献
復
原
に
お
け
る
字
体
分
析
の

意
義
」
〈
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
一
号
、
二

0
0
六
年
〉
参
照
）
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
簡
3
を
除
き
附
簡
を
含
め
た

(20) 



計
二
十
四
簡
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

（
二
）
簡
長
・
契
ロ

『
弟
子
問
』
は
す
べ
て
残
簡
で
あ
り
、
張
光
裕
「
釈
文
考
釈
」

に
は
契
口
位
置
に
関
す
る
数
値
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
草
野
友
子

氏
は
、
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
の
距
離
は
簡
に
よ
っ
て
契
口
の

位
置
に
ず
れ
が
あ
る
た
め
確
定
し
得
な
い
が
、
第
二
契
口
か
ら
第

三
契
口
ま
で
の
距
離
は
十
八
・
ニ
セ
ン
チ
、
第
三
契
口
か
ら
下
端

ま
で
の
距
離
は
九
•
四
S

九
•
五
セ
ン
チ
と
の
数
値
を
提
示
し
て

い
る
。こ

こ
で
あ
ら
た
め
て
各
簡
を
詳
細
に
分
析
し
、
完
簡
を
復
原
し

て
み
よ
う
(
[
図
―
]
参
照
）
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
の
距
離

に
つ
い
て
は
、
草
野
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
簡
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
第
三
契
口
か
ら
下
端
ま
で
の
距
離
と
の
対
応
関
係
に
よ
り
簡

2
に
も
と
づ
く
。
ま
た
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
の
距
離
は
、

簡

2
十
簡

1
・
簡
1
7
十
簡
2
0
に
も
と
づ
き
、
第
二
契
口
か
ら
第
三

契
口
お
よ
び
第
三
契
口
か
ら
下
端
ま
で
の
距
離
は
、
他
の
残
存
諸

属
―
]
完
簡
復
原
図

第
一
契
口

r
 

9
.
3

ー
」
—
|
1
8
.
 1
 

第
二
契
口• I

 

簡
の
平
均
値
に
も
と
づ
く
。
な
お
、
こ
こ
に
掲
げ
た
距
離
は
あ
く

ま
で
も
残
存
簡
か
ら
得
ら
れ
た
標
準
値
で
あ
り
、
簡
に
よ
っ
て
は

数
ミ
リ
程
度
の
差
異
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
復
原
に
よ
れ
ば
、
『
弟
子
問
』
の
完
簡
の
簡
長
は
、
約
五
十

五
セ
ン
チ
と
推
定
さ
れ
る
（
ち
な
み
に
『
君
子
為
礼
』
の
完
簡
の

簡
長
は
五
十
四
•
一
S

五
十
四
•
五
セ
ン
チ
）
。
な
お
、
各
簡
の
簡

長
・
契
口
に
つ
い
て
は
、
末
尾
の
「
別
表
『
弟
子
問
』
簡
長
・
契

口
一
覧
表
」
参
照
。

（
三
）
符
号

『
弟
子
問
』
に
は
三
種
の
符
号
が
認
め
ら
れ
る
。
釈
文
中
に
お

け
る
各
符
号
の
表
記
と
そ
の
機
能
、
符
号
が
認
め
ら
れ
る
竹
簡
の

番
号
を
以
下
に
示
す
。

•
「
覇
」
章
符
号
…
…
簡
1

・
簡
1
1
・
簡1
2．
簡
1
3．
簡
1
7
•
簡
2
3
.

簡
24

•
「
、
」
句
読
符
号
…
…
簡7
•

簡
1
1
．
簡1
9．
簡
2
2

•
「
一
」
合
文
符
号
：
…
・
簡

1

「
季
一
（
季
子
）
」

1
8
.
2
 

9.4==
山

第
三
契
口

9

＿
 

(21) 



重
文
符
号
…

愕
）
女
（
如
）
也
」

こ
れ
ら
の
う
ち
、
章
の
の
右
側
に
付
さ
れ
た
と
見
な
さ

れ
る
章
符
号
「
口
」
は
、
『
弟
子
問
』
の
分
章
を
考
察
す
る
上
で
重

要
な
拠
り
所
と
な
る
。

釈
読
・
考
証

本
章
で
は
『
弟
子
問
』
の
各
簡
に
つ
い
て
釈
読
・
考
証
を
行
う
。

検
討
の
順
序
は
以
下
の
ご
と
く
、
概
ね
竹
簡
の
番
号
順
と
し
た
が
、

掛
合
・
編
聯
に
よ
り
複
数
の
竹
簡
か
ら
な
る
場
合
は
、
も
っ
と
も

円
い
番
号
に
よ
っ
た
。

(
-
）
簡
2
十
簡
1

（
二
）
簡
1
7
＋
簡
2
0
|
簡
4

（
三
）
簡
5

（
四
）
簡

6
ー
簡
9

（
五
）
簡
7
十
簡
8

（
六
）
簡
10

（
七
）
附
簡
ー
簡
1
1
十
簡
2
4

（
八
）
簡
12
十
簡
15

（
九
）
簡
13

(
+
）
簡
14

19 

（
惇
惇
）
女
（
如
）
也
」

2
 

2
 

（
十
六
）

23

各
簡
の
釈
読
・
考
証
は
次
の
手
順
に
よ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、

本
文
・
訓
読
・
訳
・
注
を
順
に
掲
げ
る
。
こ
こ
に
言
う
本
文
と
は
、

前
掲
の
先
行
研
究
を
勘
案
し
、
私
見
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
訓
読
・
訳
は

0
に
よ
っ
て
分
章
を
示
し
、
注
は
釈

読
に
関
す
る
私
見
を
中
心
に
掲
げ
た
。
次
に
、
掛
合
・
編
聯
が
指

摘
さ
れ
る
簡
に
つ
い
て
は
、
〈
復
原
〉
に
お
い
て
そ
の
妥
当
性
を
検

証
す
る
。
最
後
の
〈
考
証
〉
で
は
、
『
論
語
』
と
の
比
較
を
中
心
に
、

分
章
お
よ
び
各
章
の
内
容
•
構
成
を
考
察
す
る
。

そ
れ
で
は
以
下
、
順
に
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
。

（
一
）
簡
2
十
簡
1

子
日
、
艇
（
延
）
陵
季
一
（
季
子
）
、
其
天
民
①
也
虐
（
乎
）
。
生
而
不

因
（
因
）
其
浴
（
俗
）
。
呉
人
生
七
国
一
【

2
】
而
動
（
堅
？
）
散
（
？
）

恨
（
文
）
虐
（
乎
）
其
雁
（
胸
）
②
‘
艇
（
延
）
陵
季
一
（
季
子
）
僑
（
矯
）
而

弗
受
。
艇
（
延
）
陵
季
一
（
季
子
）
、
其
天
民
也
虐
（
乎
）
置
。
子
韻
（
貢
）

図
【
1

】
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注①
本
章
の
「
天
民
」
は
、
後
天
的
な
人
間
の
作
為
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
先
天
的
な
天
命
の
自
覚
に
も
と
づ
い
て
行
動
で

き
る
者
の
意
。
張
光
裕
氏
は
、
伝
存
文
献
に
お
け
る
天
民
の
用

例
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

・
人
、
脩
ま
る
こ
と
有
る
者
は
、
乃
ち
今
、
恒
有
り
。
恒
有

や
ど

る
者
は
、
人
之
に
舎
り
、
天
之
を
助
く
。
人
の
舎
る
所
は
、

之
を
天
民
と
謂
い
、
天
の
助
く
る
所
は
、
之
を
天
子
と
謂

゜ ゜
0

子
日
く
、
延
陵
の
季
子
は
、
其
れ
天
民
な
る
か
。
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
其
の
俗
に
因
ら
ず
。
呉
人
は
生
ま
れ
て
七
岡

l

む
ね

に
し
て
動
（
堅
？
）
散
(
?
)
し
其
の
脚
に
文
す
る
も
、
延
陵
の
季

子
は
矯
し
て
受
け
ず
。
延
陵
の
季
子
は
、
其
れ
天
民
な
る
か
。

0

子
貢
…
…

先
生
が
言
わ
れ
た
、
「
延
陵
の
季
子
は
、
天
の
命
を
自
覚
す

る
天
民
で
あ
る
こ
と
よ
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
（
南
方
の

呉
の
）
習
俗
に
し
た
が
わ
な
か
っ
た
。
呉
人
は
生
ま
れ
て
七

年
た
っ
と
動
（
堅
？
）
散
（
？
）
し
胸
に
文
身
を
ほ
ど
こ
す
が
、

延
陵
の
季
子
は
、
そ
の
悪
習
を
断
固
と
し
て
受
け
い
れ
な
か

っ
た
。
延
陵
の
季
子
は
、
天
民
で
あ
る
こ
と
よ
。
」

子
貢
が
…
…

う
。
（
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
）

・
（
伊
手
日
く
）
天
の
斯
の
民
を
生
ず
る
や
、
先
知
を
し
て
後

知
を
覚
さ
し
め
、
先
覚
を
し
て
後
覚
を
覚
さ
し
む
。
予
は

天
民
の
先
覚
者
な
り
。
予
将
に
此
の
道
を
以
て
此
の
民
を

覚
さ
ん
と
す
。
（
『
孟
子
』
万
章
篇
）

•
少
く
し
て
父
無
き
者
は
、
之
を
孤
と
謂
う
。
老
い
て
子
無

き
者
は
、
之
を
独
と
謂
う
。
老
い
て
妻
無
き
者
は
、
之
を

衿
と
謂
う
。
老
い
て
夫
無
き
者
は
、
之
を
寡
と
謂
う
。
此

の
四
者
は
天
民
の
窮
し
て
告
ぐ
る
無
き
者
な
り
。
皆
な
常

餓
有
り
。
（
『
礼
記
』
王
制
篇
）

こ
の
う
ち
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
は
、
恒
久
不
変
の
徳
を
そ
な

え
、
衆
人
が
宿
り
と
す
る
人
物
を
天
民
と
称
し
て
お
り
、
『
弟
子

問
』
の
用
例
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
孟
子
』
万
章
篇
お
よ

び
『
礼
記
』
王
制
篇
の
天
民
は
、
「
天
が
生
み
降
し
た
人
民
」
の

意
で
あ
り
、
『
弟
子
問
』
と
は
や
や
意
味
合
い
が
異
な
る
。
た
だ

し
『
孟
子
』
万
章
篇
で
は
、
天
民
の
中
に
先
天
的
に
道
を
知
覚

す
る
先
知
・
先
覚
と
、
先
知
・
先
覚
の
教
導
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
道
に
目
覚
め
る
後
知
・
後
覚
の
二
者
が
存
在
す
る
と
し
て
お

り
、
こ
の
枠
組
み
に
し
た
が
え
ば
、
延
陵
の
季
子
は
、
天
民
に

お
け
る
先
知
・
先
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
天

民
の
用
例
は
、
こ
の
ほ
か
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
も
以
下
の
ご

と
く
見
い
だ
さ
れ
る
。
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孟
子
日
く
、
君
に
事
う
る
人
な
る
者
有
り
。
の

え
て
、
則
ち
容
悦
を
為
す
者
な
り
。
社
稜
を
安
ん
ず
る
臣

な
る
者
有
り
。
社
稜
を
安
ん
ず
る
を
以
て
悦
と
為
す
者
な

り
。
天
民
な
る
者
有
り
。
達
天
下
に
行
わ
る
べ
く
し
て
而

る
後
に
之
を
行
う
者
な
り
。
大
人
な
る
者
有
り
。
己
を
正

し
く
し
て
物
正
し
き
者
な
り
。

こ
こ
で
は
人
を
四
つ
の
段
階
に
分
け
、
そ
の
第
三
に
天
民
を

位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
天
民
は
、
天
下
に
道
が
行
わ
れ
る
べ

き
時
に
道
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
、
天
の
命
を
う
け
た
民
の
意

と
理
解
さ
れ
、
天
と
の
間
に
特
別
な
関
係
を
も
つ
人
間
を
限
定

的
に
指
す
と
い
う
点
で
、
万
章
篇
に
く
ら
べ
て
『
弟
子
問
』
の

天
民
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

②

陳

剣

氏

1
は
簡
1
の
冒
頭
部
分
を
「
而
動
（
堅
？
）
散
（
？
）
桶

(
？
）
乎
其
雁
（
脚
）
」
と
釈
し
、
「
簡
文
有
幾
個
字
詞
未
能
準
確
繹

讀
、
披
II
浴
（
俗
）
II

和
II
雁
（
贋
）
II

猜
想
、
嘗
奥
呉
人
II
断
髪
文
身
II

II

祝
髪
文
身
II

之
俗
有
関
」
と
述
べ
る
。
何
有
祖
氏
は
こ
の
指
摘

を
踏
ま
え
、
「
桶
（
？
）
」
を
「
恨
（
文
）
」
と
釈
し
て
文
身
の
意
と

し
、
「
動
（
堅
？
）
散
(
?
)
」
を
「
営
是
最
能
腫
現
呉
人
風
俗
特
徴

的
物
事
」
と
解
す
る
。

こ
れ
に
対
し
疱
常
喜
氏

1
は
別
の
可
能
性
と
し
て
、
簡
1
の

「
生
」
を
諸
侯
の
子
が
父
の
位
を
継
ぐ
意
と
し
、
『
公
羊
伝
』
荘

公
三
十
二
年
「
牙
謂
我
日
、
魯
一
生
―
及
、
君
已
知
之
突
」
の

こ
の
よ
う
に
疸
氏
は
、
嫡
子
に
よ
る
父
子
相
続
を
尊
重
し
た

延
陵
の
季
子
を
孔
子
が
称
賛
し
た
内
容
と
理
解
し
、
全
体
を
以

下
の
ご
と
く
釈
読
す
る
。

子
日
、
延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
。
生
而
不
因
其
俗
。
呉

人
生
十
七
年
而
譲
札
、
棚
乎
其
雁
、
延
陵
季
子
僑
而
弗
受
。

延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
。

疸
氏
の
釈
読
は
、
『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
な
ど
の
史
書
の
記
述

を
踏
ま
え
る
点
で
特
色
を
も
つ
が
、
な
お
い
く
つ
か
の
疑
問
点

が
指
摘
さ
れ
る
。

疸
氏
は
「
七
回
」
の
「
七
」
を
合
文
の
「
十
七
」
と
釈
し
、

「
比
較
巧
合
的
是
、
披
史
書
所
記
呉
王
餘
昧
在
位
十
七
年
、
卒

19 世
系
表

I I I I I 

22 21 20 

季余余
札昧祭

旦;,
予僚
ッ 昧

呉
太
伯
世
家
に
よ
り
、
数
字
は
即
位
順
を
示
す
）

何
休
注
に
「
父
死
日
生
、
兄
死
弟
継
日
及
」
と
あ
る
の
を

指
摘
す
る
。
そ
し
て
生
而
不
因
其
俗
」
を
父
が
亡
く
な
れ
ば

長
子
に
伝
え
る
と
い
う
王
位
継
承
の
原
則
を
季
札
（
延
陵
季
子
）

が
堅
持
し
、
余
昧
か
ら
の
該
位
を
辞
退
し
た
意
と
解
す
る
（
世

系
表
参
照
）
。
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後
欲
偲
位
於
季
札
、
而
季
札
譲
位
於
餘
昧
之
子
僚
。
我
憫
這
様

理
解
剛
好
典
此
種
記
載
相
合
」
と
述
べ
て
史
書
と
の
符
合
を
指

摘
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
苑
氏
の
釈
文
中
「
呉
人
生
十
七
年
而

譲
札
」
の
部
分
は
、
余
昧
が
在
位
十
七
年
に
し
て
卒
後
に
季
札

に
譲
位
せ
ん
と
し
た
と
の
意
味
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
余
昧
か
ら
季
札
へ
の
譲
位
を
述
べ
た
「
生
十
七
年
」

の
「
生
」
は
兄
弟
相
続
を
指
す
こ
と
と
な
り
、
「
生
」
を
父
子
相

続
と
解
す
る
前
文
「
生
而
不
因
其
俗
」
と
の
間
に
矛
盾
を
き
た

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
呉
王
の
譲
位
に
つ
い
て
「
呉
人
生
十
七

年
而
譲
札
」
と
「
呉
人
」
の
語
を
冠
す
る
点
も
不
自
然
で
あ
る
。

『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
に
よ
れ
ば
、
息
子
が
な
か
っ
た
初
代
の

太
伯
が
弟
の
仲
薙
へ
譲
位
し
た
の
を
除
い
て
、
第
三
代
の
季
簡

か
ら
第
十
九
代
の
寿
夢
ま
で
は
代
々
父
子
相
続
で
あ
り
、
寿
夢

の
意
を
受
け
た
諸
奨
ー
余
祭
ー
余
昧
の
三
代
に
わ
た
る
兄
弟
相

続
は
、
末
弟
の
季
札
を
王
位
に
つ
け
ん
と
す
る
た
め
の
例
外
的

な
措
置
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
事
例
を
「
其
俗
」
と
表
現
す
る

点
に
つ
い
て
も
疑
問
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

疸
氏
の
釈
読
に
は
な
お
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
、
呉
王
室
の
譲
位

と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
礼
記
』
檀
弓
下
篇
に
は
以
下
の
ご
と
く
、
延
陵
の
季
子
の

葬
礼
が
礼
法
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
孔
子
が
称
賛
し
た
逸
話

が
見
ら
れ
る
。

延
陵
の
季
子
、
斉
に
適
く
。
其
の
反
る
に
於
て
や
、
其
の

長
子
死
し
、
巖
博
の
間
に
葬
る
。
孔
子
日
く
、
延
陵
の
季

子
は
、
呉
の
礼
に
習
え
る
者
な
り
と
。
往
き
て
其
の
葬
を

観
る
。
其
の
故
の
深
さ
は
泉
に
至
ら
ず
。
其
の
倣
は
時
服

お
お

を
以
て
す
。
既
に
葬
り
て
封
ず
。
広
輪
炊
を
擦
い
、
其
の

よ

か

た

ぬ

高
さ
隠
る
べ
き
な
り
。
既
に
封
じ
て
、
左
に
祖
ぎ
右
に
其

こ
と

の
封
を
還
り
、
且
つ
号
＜
者
三
た
び
し
て
日
く
、
骨
肉
の

土
に
帰
復
す
る
は
命
な
り
。
魂
気
の
若
き
は
則
ち
之
か
ざ

る
こ
と
無
き
な
り
。
之
か
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
と
。
而
し

さ

て
遂
に
行
る
。
孔
子
日
く
、
延
陵
の
季
子
の
礼
に
於
け
る

か
な

や
、
其
れ
合
え
る
か
な
と
。

『
弟
子
問
』
の
本
章
も
こ
の
逸
話
と
同
様
、
呉
人
で
あ
る
延
陵

の
季
子
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
土
着
の
習
俗
に
犯
さ
れ
な

い
天
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
孔
子
が
称
賛
し
た
内
容
と
理
解
さ
れ

よ
う
。

原〉

2
十
簡
1
の
絣
合
は
、
陳
剣
氏

1
に
従
う
。
陳
氏
は
「
従
小

圏
版
可
以
直
観
地
看
得
狼
清
楚
、
牌
簡
2
往
右
方
平
移
、
正
好
可

以
眼
簡
1
上
端
相
掛
合
上
」
と
述
べ
、
掛
合
の
具
体
的
な
根
拠
と

し
て
簡
2
下
端
と
簡
1
上
端
と
の
竹
簡
断
裂
部
の
照
応
を
指
摘
し

て
い
る
。
断
裂
部
の
文
字
に
つ
い
て
、
陳
氏
は
「
口
（
年
？
）
」
と
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す
る
が
、
や
や
不
明
瞭
な
が
ら
両
簡
の
接
合
に
よ
っ
て
「
季
（
年
）
」

の
字
跡
が
確
認
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
併
合
の
妥
当
性
に
つ
い
て
竹
簡
形
制
の
面
か
ら
検

証
し
て
み
よ
う
(
[
図
二
]
参
照
）
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
併
合
後

の
第
一
契
口
（
簡
2
)
お
よ
び
第
二
契
口
•
第
三
契
口
（
簡

1
)
の

位
置
が
他
の
諸
簡
と
合
致
す
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
契
口
位
置

の
合
致
は
、
陳
氏
が
指
摘
す
る
断
裂
部
の
照
応
と
と
も
に
、
簡
2

と
簡
1
と
が
も
と
も
と
同
一
の
竹
簡
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示

す
も
の
で
あ
り
、
併
合
の
妥
当
性
を
客
観
的
に
裏
付
け
て
い
る
。

な
お
、
復
原
図
に
示
し
た
ご
と
く
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口

ま
で
の
距
離
は
十
八
•
六
セ
ン
チ
で
、
他
の
『
弟
子
問
』
諸
簡
と

比
べ
て
0
•
五
セ
ン
チ
長
い
。
こ
れ
は
簡

2

の
下
端
と
簡
1

の
上

端
と
が
斜
め
に
断
裂
し
た
た
め
に
生
じ
た
重
複
分
に
よ
る
誤
差
で

あ
り
、
実
寸
は
他
の
諸
簡
と
同
様
十
八
•
一
セ
ン
チ
と
測
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
簡
頭
に
あ
た
る
簡
2
の
上
端
は
平
斉
で
完
存
す
る
が
、

簡
尾
に
あ
た
る
簡
1
の
下
端
は
残
跛
し
て
い
る
。
併
合
後
（
簡

2
+

簡
1
)
の
簡
長
（
実
寸
）
は
五
十
三
・
一
セ
ン
チ
で
、
上
述
し
た
完
簡

笞
(J") 

h,J__j 

亘
―
]
簡
2

十
簡
1

復
原
図
・
併
合
簡
長
五
十
三
•
六
（
実
寸
五
十
三
・
一
）
セ
ン
チ

丁
6

簡
1

3
0
 

第
二
契
口

i
 

I
 

一
箪
食
、

の
推
定
簡
長
（
約
五
十
五
セ
ン
チ
）
に
よ
れ
ば
、
下
端
の
映
失
は

約
ニ
セ
ン
チ
と
推
定
さ
れ
る
。

〈
考
証
〉

釈
文
に
示
し
た
ご
と
く
、
章
の
末
尾
を
示
す
章
符
号
に
よ
っ
て
、

簡
1

「
延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
」
が
章
末
に
あ
た
り
「
子
貢
」

か
ら
は
別
章
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
章
の
末
尾

は
明
白
で
あ
る
が
、
簡
2
簡
頭
（
平
斉
）
の
「
子
日
」
を
章
の
冒
頭

と
見
な
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
子
日
、
延
陵
季
子
、
其
天
民

也
乎
。
…
…
延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
」
の
ご
と
く
、
孔
子
の
言

葉
の
首
尾
に
「
延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
」
と
い
う
同
一
語
句
が

繰
り
返
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
同
様
な
例
は
、
以
下
の
ご
と
く
『
論

語
』
苑
也
篇
1
1
に
も
見
い
だ
さ
れ
、
同
一
語
の
反
復
に
よ
っ
て
強

い
称
賛
の
意
を
表
す
形
式
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
以
下
、
傍

線
引
用
者
）
。

子
日
、
賢
哉
回
也
。

1
8
.
 1
 

'' 
'' 

一
瓢
飲
、
在
晒
巷
。
人
不
堪
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゜ 其
憂
、
回
也
不
改
其
楽
。
賢
哉
回
也
。

こ
う
し
た
形
式
上
の
共
通
性
に
よ
っ
て
、
簡

2
上
端
「
子
日
、

延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
」
が
章
の
冒
頭
に
あ
た
る
こ
と
が
襄
付

け
ら
れ
、
首
尾
完
結
し
の
復
原
が
可
能
と
な
る
。

（
二
）
簡

17
＋
簡
2
0
|
簡
4

図
弗
王
、
善
款
（
癸
）
。
夫
安
（
焉
）
能
王
人
①
°
縣
（
由
）
自
。
子
逃

（
過
）
習
（
曹
）
③
°
園
【
1
7
】
困
（
淵
）
駁
（
駆
）
。
至
老
丘
①
、
又
（
有
）

戎
（
農
）
植
其
褥
而
詞
（
歌
）
安
（
焉
）
。
子
虞
（
披
）
虎
（
乎
）
訳
（
賦
）

而

IZl
【
2
0
】
[
日
]
図
□
風
也
、
圏

(IL)
節
而
懐
（
哀
）
聖
（
整
）
。

曹
之
喪
、
其
必
此
虎
（
乎
）
⑤
o

尊
（
回
）
⑥
o

子
態
（
嘆
）
日
、
烏
、

莫
我
智
（
知
）
也
夫
。
子
遊
（
荷
）
日
、
又
（
有
）
地
（
施
）
⑦
之
胃
（
謂
）

也
虎
（
乎
）
。
子
日
、
舷
（
慨
）
⑧
、
【

4
】

0
…
…
王
た
ら
ざ
る
は
、
善
な
り
。
夫
れ
焉
く
ん
ぞ
能
く
人
に

王
た
ら
ん
。
由
よ
。

0

子
、
曹
を
過
ぎ
る
。
顔
淵
駆
た
り
。
老
丘
に
至
ら
ん
と
す

き

た

し

騎

み

に

る
に
、
農
の
其
の
褥
を
植
て
て
歌
う
も
の
有
り
。
子
、

披
り
文
…
•
•
[
日
<
]
…
…
□
風
や
、
乱
節
に
し
て
哀
声
な
り
。

の
喪
ば
ん
と
す
る
は
、
其
れ
必
ず
此
れ
な
る
か
。
回
よ
。

子

嘆

じ

て

日

く

、

我

を

知

る

こ

か

な

。

0
…
…
王
に
な
ら
な
い
の
は
、
立
派
で
あ
る
。
ど
う
し
て
人
の

王
と
な
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
由
よ
。
」

0

先
生
が
曹
の
国
を
通
過
さ
れ
た
と
き
、
顔
淵
が
御
者
を
つ

す
き

と
め
て
い
た
。
老
丘
に
む
か
う
途
上
、
褥
を
立
て
歌
う
農
夫

が
い
た
。
先
生
は
、
車
の
し
き
み
に
寄
り
か
か
っ
て
…
…
[
い

わ
れ
た
]
?
…
・
口
の
う
た
は
、
乱
れ
た
節
で
か
な
し
い
声
調

だ
。
曹
が
亡
ぼ
う
と
し
て
い
る
原
因
は
、
必
ず
や
こ
れ
で
あ

ろ
う
。
回
よ
。
」

0

先
生
が
歎
息
し
て
い
わ
れ
た
、
「
あ
あ
、
わ
た
し
を
理
解
し

て
く
れ
る
も
の
は
い
な
い
。
」
子
源
が
い
っ
た
、
「
世
間
に
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
す
か
。
」
先
生
は
い
わ
れ
た
、

「
慨
よ
、

…
…
」

注①
張
光
裕
氏
は
「
夫
焉
能
王
人
縣
」
の
「
王
人
」
に
つ
い
て
、
『
六

餡
』
上
賢
、
『
史
記
』
周
本
紀
の
用
例
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に

従
え
ば
人
君
の
意
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
夫
焉
能
王
人
餘
」

の
前
文
に
は
「

IZl弗
王
、
善
突
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
後
文
を
「
王

人

」

の

二

み

る

点

に

つ

い

て

は

な

お

疑

問

の

余

地

が

日
く
、
施
つ
る
こ
と
有
る
の
謂
な
る
か
。

子
日
く
、
慨
よ
、
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「
王
」
を
動
詞
と

あ
る
。
本
稿
で
は
一
案
と
し
て
「
王
人
」
の

と
り
「
人
に
君
臨
す
る
」
意
と
解
釈
し
た
。

②
「
孫
（
由
）
」
字
を
子
路
の
名
と
解
す
る
点
に
つ
い
て
は
牛
新
房

氏
参
照
。
牛
氏
は
簡
1
0
に
も
子
路
の
名
の
「
餘
（
由
）
」
字
が
見

え
、
両
簡
は
と
も
に
孔
子
と
子
路
と
の
対
話
で
あ
り
、
し
か
も

政
治
的
な
内
容
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
簡
1
0
と
簡
17
と
の
連
接
の

可
能
性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
牛
氏
が
断
定
を
保
留
す
る
ご
と

く
、
簡
17
の
上
端
が
映
失
す
る
た
め
両
簡
の
接
合
を
確
証
し
得

ず
、
ま
た
残
存
字
数
の
制
約
か
ら
内
容
上
の
関
連
に
つ
い
て
も

把
握
し
が
た
い
。

③
孔
子
が
諸
国
遊
歴
の
途
上
で
曹
を
通
過
し
た
こ
と
は
、
『
史
記
』

孔
子
世
家
に
以
下
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
。

衛
に
居
る
こ
と
月
余
、
霊
公
、
夫
人
と
車
を
同
じ
く
し
、

宦
者
宛
渠
、
参
乗
し
て
出
で
、
孔
子
を
し
て
次
乗
と
為
ら

し
め
、
市
を
招
揺
し
て
、
こ
れ
を
過
ぐ
。
孔
子
日
く
、
吾

れ
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
も
の
を
見
ざ
る

な
り
、
と
。
是
に
於
て
、
之
を
醜
し
と
し
、
衛
を
去
り
曹

に
過
ぎ
る
。
是
の
歳
、
魯
の
定
公
卒
す
。
孔
子
、
曹
を
去

り
て
宋
に
適
き
、
弟
子
と
与
に
礼
を
大
樹
の
下
に
習
う
。

宋
の
司
馬
桓
魃
、
孔
子
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、
其
の
樹
を
抜

す
。
孔
子
去
る
。
弟
子
日
く
、
以
て
速
や
か
に
す
べ
し
、

と
。
孔
子
日
く
、
天
、
徳
を
予
に
生
ぜ
り
。
桓
魃
其
れ
予

を
如
何
せ
ん
、
と
。

孔
子
世
家
の
記
述
が
史
実
性
に
と
ぼ
し
い
こ
と
は
、
す
で
に

多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
孔
子
が
衛
か
ら
曹

を
通
過
し
て
宋
に
入
っ
た
経
路
や
年
代
に
つ
い
て
も
、
な
お
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
孔
子
世
家
に
も
引
か
れ

た
『
論
語
』
述
而
篇
22
の
「
桓
離
其
れ
予
を
如
何
せ
ん
」
と
の

孔
子
の
言
葉
や
、
「
孔
子
、
魯
・
衛
に
悦
ば
れ
ず
、
宋
の
桓
司
馬

の
、
ま
さ
に
要
え
て
こ
れ
を
殺
さ
ん
と
す
る
に
遭
う
。
徴
服
し

て
宋
を
過
ぐ
」
（
『
孟
子
』
万
章
上
篇
）
、
「
夫
子
は
再
び
魯
よ
り

逐
わ
れ
、
迩
を
衛
に
削
ら
れ
、
樹
を
宋
に
伐
ら
れ
、
商
周
に
窮

し
、
陳
察
に
囲
ま
る
」
（
『
荘
子
』
誤
王
篇
他
）
な
ど
の
記
述
に

よ
れ
ば
、
孔
子
が
宋
に
お
い
て
桓
魃
の
災
厄
に
遭
遇
し
た
と
の

記
事
は
一
定
の
事
実
を
踏
ま
え
た
も
の
と
見
な
さ
れ
、
衛
か
ら

宋
へ
の
途
次
に
曹
を
通
過
し
た
と
の
記
述
も
、
説
話
化
に
お
け

る
潤
色
と
断
ず
る
に
は
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
管
見
に
よ
れ

ば
、
孔
子
が
曹
を
通
過
し
た
こ
と
は
、
『
論
語
』
や
『
孔
子
家
語
』

を
は
じ
め
と
す
る
他
の
伝
存
文
献
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
孔
子
世
家
が
こ
と
さ
ら
に
曹
の
通
過
を
記

す
の
は
、
そ
れ
を
襄
付
け
る
何
ら
か
の
資
料
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
章
は
、
そ
れ
を
実
証
す
る
資
料
と
し
て

注
目
さ
れ
よ
う
。

④
「
老
丘
」
は
、
『
左
伝
』
定
公
十
五
年
に
「
鄭
竿
達
、
敗
宋
師
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干
老
丘
」
と
あ
り
、
杜
注
に
「
老
丘
、
宋
也
」
と
い
う
。
こ
こ

で
は
、
宋
の
老
丘
へ
至
る
途
上
の
曹
領
内
で
の
出
来
事
と
解
し

た
が
、
あ
る
い
は
老
丘
が
宋
に
領
有
さ
れ
る
以
前
に
曹
地
に
属

し
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。

⑤
「
曹
之
喪
、
其
必
此
乎
」
の
部
分
は
、
曹
を
通
過
し
、
国
勢
の

衰
退
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
孔
子
が
、
農
民
の
歌
に
あ
ら
わ
れ

た
「
乱
節
而
哀
声
」
の
音
調
に
滅
亡
の
必
然
性
を
聴
き
取
っ
た

意
と
解
釈
し
た
。

『
論
語
』
先
進
篇
1
5
に
は
、
子
路
の
弾
く
葱
を
聞
い
た
孔
子
の

言
葉
が
以
下
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

な
ん
す

子
日
く
、
由
の
悲
、
槃
為
れ
ぞ
丘
の
門
に
於
て
せ
ん
。
門

人
、
子
路
を
敬
せ
ず
。
子
日
く
、
由
や
堂
に
升
れ
り
。
未

だ
室
に
入
ら
ざ
る
な
り
。

ま
た
『
孔
子
家
語
』
辮
楽
解
篇
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
論

語
』
を
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
、
以
下
の
ご
と
き
説
話
が
収
め

ら
れ
て
い
る
（
同
様
の
内
容
は
『
説
苑
』
修
文
篇
に
も
見
え
る
）
。

子
路
琴
を
鼓
す
。
孔
子
之
を
聞
き
、
再
有
に
謂
い
て
日
く
、

甚
だ
し
い
か
な
由
の
不
オ
な
る
や
。
夫
れ
先
王
の
音
を
制

す
る
や
、
中
声
を
奏
し
以
て
節
と
為
す
。
南
に
入
り
て
北

に
帰
ら
ず
。
夫
れ
南
は
生
育
の
郷
、
北
は
殺
伐
の
域
な
り
。

故
に
君
子
の
音
は
、
温
柔
に
し
て
中
に
居
り
、
以
て
生
育

の
気
を
養
う
。
憂
愁
の
感
は
心
に
加
え
ざ
る
な
り
。

の
動
き
は
体
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
夫
の
然
る
者
は
、
乃
ち

所
謂
治
安
の
風
な
り
。
小
人
の
音
は
則
ち
然
ら
ず
。
充
麗

微
末
に
し
て
以
て
殺
伐
の
気
に
象
る
。
中
和
の
感
は
心
に

載
せ
ず
、
温
和
の
動
き
は
体
に
存
せ
ず
。
夫
の
然
る
者
は
、

乃
ち
乱
を
為
す
所
以
の
風
な
り
。
昔
者
、
舜
は
五
絃
の
琴

を
弾
き
、
南
風
の
詩
を
造
る
。
…
…
故
に
其
の
興
る
や
勃

焉
た
り
。
徳
は
泉
流
の
如
く
、
今
に
至
る
ま
で
王
公
大
人

述
べ
て
忘
れ
ず
。
殷
の
紺
は
好
み
て
北
郡
の
声
を
為
し
、

其
の
廃
す
る
や
忽
焉
た
り
。
今
に
至
る
ま
で
王
公
大
人
挙

げ
て
以
て
誡
め
と
為
す
。
…
…
今
、
由
や
匹
夫
の
徒
、
曾

て
先
王
の
制
に
意
無
く
、
亡
国
の
声
を
習
う
。
登
に
能
＜

其
の
六
七
尺
の
体
を
保
た
ん
や
、
と
。
再
有
以
て
子
路
に

告
ぐ
。
子
路
憚
れ
て
自
ら
悔
ゆ
。
静
思
し
て
食
ら
わ
ず
、

以
て
骨
立
に
至
る
。
夫
子
日
く
、
過
ち
て
能
く
改
む
。
其

れ
進
ま
ん
か
、
と
。

「
小
人
の
音
は
則
ち
然
ら
ず
。
…
…
夫
の
然
る
者
は
、
乃
ち
乱

を
為
す
所
以
の
風
な
り
」
や
「
殷
の
紺
は
好
み
て
北
郷
の
声
を

為
し
、
其
の
廃
す
る
や
忽
焉
た
り
」
と
の
記
述
は
、
「
殺
伐
の
気

に
象
る
」
音
楽
と
国
の
滅
亡
と
の
因
果
関
係
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
「
亡
国
の
声
を
習
」
っ
た
子
路
に
対
し
て
も
「
登
に
能
く
其

の
六
七
尺
の
体
を
保
た
ん
や
」
と
そ
の
悲
惨
な
末
路
を
暗
示
す

る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
『
孔
子
家
語
』
に
は
潤
色
さ
れ
た
説
話

(29) 



的
要
素
が

因
果
関
係
と
い

の
と
言
え
よ
う
。

⑥
「
草
（
回
）
」
を
孔
子
が
そ
の
の
末
尾
に
呼
び
か
け
た
顔
淵

の
名
と
解
し
、
次
の
「
子
嘆
日
」
以
降
を
別
章
と
見
な
す
点
に

つ
い
て
は
、
陳
剣
氏
1
参
照
。
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
孔

子
の
呼
び
か
け
は
、
自
己
の
見
解
に
対
し
て
顔
淵
に
同
意
を
求

め
る
意
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
『
孔
子
家
語
』
顔
回
篇
に
は
以

下
の
ご
と
く
、
顔
淵
が
声
音
に
対
し
て
す
ぐ
れ
た
能
力
を
も
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
同
様
の
内
容

は
『
説
苑
』
緋
物
篇
に
も
見
え
る
）
。

ぉ

孔
子
衛
に
在
り
。
昧
旦
晨
に
興
く
。
顔
回
側
ら
に
侍
す
。

哭
す
る
者
の
声
甚
だ
哀
し
き
を
聞
く
。
子
日
く
、
回
、
汝

此
れ
何
の
哭
す
る
所
な
る
を
知
る
か
、
と
。
対
え
て
日
く
、

お
も

回
以
え
ら
く
此
の
哭
声
は
但
に
死
者
の
為
に
す
る
而
已
に

非
ず
、
又
生
離
別
有
る
者
な
り
、
と
。
子
日
く
、
何
を
以

て
此
を
知
る
、
と
。
対
え
て
日
く
、
回
聞
く
、
桓
山
の
鳥
、

四
子
を
生
む
。
羽
翼
既
に
成
り
、
将
に
四
海
に
分
か
れ
ん

と
す
。
其
の
母
悲
鳴
し
て
之
を
送
る
、
と
。
哀
声
此
に
似

た
め

た
る
有
り
。
其
の
往
き
て
返
ら
ざ
る
が
謂
な
り
。
回
窯
か

に
音
の
類
す
る
を
以
て
之
を
知
る
、
と
。
孔
子
人
を
し
て

哭
す
る
者
に
問
わ
し
む
。
果
た
し
て
日
く
、
夫
死
し
家
貧

が
わ
れ
る
が
、
音
楽
と
国
の

『
弟
子
問
』
の

わ
か

し
。
子
を
売
り
以
て
葬
り
、
之
と
長
く
決
れ
ん
と
す
、
と
。

子
日
く
、
回
や
音
を
識
る
に
善
し
、
と
。

雲
存
文
献
に
見
え
る
こ
う
し
た
説
話
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
孔
子
が
顔
淵
に
同
意
を
求
め
た
理
由
と
、
本
章
に
登

場
す
る
弟
子
が
顔
淵
で
あ
る
こ
と
の
必
然
性
と
が
了
解
さ
れ
よ

ろつ。

⑦
「
地
（
施
）
」
の
通
用
例
は
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』

4
8
•簡
4
9

に
み
え
る
。
「
施
」
は
、
す
て
る
、
粗
末
に
す
る
意
。
『
論
語
』

微
子
篇
10
に
「
周
公
謂
魯
公
日
、
君
子
不
施
其
親
」
と
あ
り
、

集
注
に
「
施
、
陸
氏
本
作
弛
、
福
本
同
。
…
…
弛
、
遺
棄
也
」

と
い
う
。

⑧
末
尾
の
未
釈
字
を
「
慨
」
字
の
通
用
字
と
み
て
子
源
の
名
、

慨
と
解
す
る
点
に
つ
い
て
は
陳
剣
氏

2
参
照
。
季
旭
昇
氏
が
指

摘
す
る
ご
と
く
、
当
該
未
釈
字
は
右
芳
を
「
安
」
字
に
作
り
、

同
じ
く
元
部
に
属
す
る
「
慨
」
字
と
の
通
用
関
係
が
裏
付
け
ら

れ
る
。
左
偏
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
取

り
あ
え
ず
類
似
の
形
体
を
も
つ
「
勿
」
字
に
隷
釈
し
た
。
ま
た

句
型
の
面
で
は
、
「
子
日
、
慨
、
…
…
」
と
同
様
、
孔
子
言
の
冒

頭
に
弟
子
の
名
を
呼
び
か
け
る
形
式
は
、
『
弟
子
問
』
に
以
下
の

三
例
が
認
め
ら
れ
（
傍
線
部
）
、
同
様
な
例
は
『
論
語
』
に
も
散

見
さ
れ
る
。

．
宰
我
問
君
子
0

[
子
]
日
、
刊
‘
汝
能
慎
始
典
終
、
斯
善
突
、
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

巾
川
1
7
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ー曹

[
図
四
]
簡
4
復
原
図
・
残
存
簡
長
四
十
五
・
ニ
セ
ン
チ

第
二
契
口

1
8
.
 1
 

'' 
'' 
'' '' 
'' 

為
君
子
乎
。
…
…
（
簡
11)

•
子
日
、
回
束
、
吾
告
汝
。
…
…
（
簡1
2十
簡
1
5
)

•
…
…
子
聞
之
日
‘
闊
‘
不
吾
知
也
。
…
…
（
簡2
2
)

〈
復
原
〉

簡
17
と
簡
20
と
の
併
合
お
よ
び
簡
4
と
の
編
聯
は
、
陳
剣
1
に

従
う
。
陳
氏
は
「
顔
」
字
の
上
部
が
簡
17
の
簡
末
、
下
部
が
簡
20

の
簡
首
に
残
存
し
、
簡
20
の
「
老
」
字
と
「
丘
」
字
と
の
間
の
契

口
は
第
二
契
口
に
あ
た
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
簡
17
の
「
善
」
と
「
突
」
と
の
間
に
み
え
る
契
口
は
第
一
契

ロ
に
あ
た
り
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
の
距
離
は
十
八
・

一
セ
ン
チ
で
、
他
の
『
弟
子
問
』
諸
簡
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

1
8
.
2
 

1
6
.
6
 

第
三
契
口
｀

一

9
.
5

山

I I 
I I 
I I 
I I 
I I 

I I 
I I 
I I 

I I 
I I 
I I 

併
合
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
(
[
図
三
]
参
照
）
。

さ
ら
に
陳
氏
は
簡
17
十
簡
20
の
後
に
簡
4
が
続
く
こ
と
を
指
摘

し
、
「
口
風
也
、
乱
節
而
哀
整
。
曹
之
喪
、
其
必
此
乎
。
回
」
と
は
、

孔
子
が
農
夫
の
歌
を
聴
い
た
後
、
顔
淵
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
評

価
で
あ
り
、
発
言
の
末
尾
に
重
ね
て
顔
淵
の
名
「
回
」
を
呼
ん
だ

も
の
で
、
張
光
裕
「
釈
文
考
釈
」
の
断
句
「
回
子
嘆
日
」
に
は
従

い
が
た
く
、
「
子
嘆
日
」
の
「
子
」
は
孔
子
を
指
し
、
上
文
と
は
別

の
内
容
で
あ
る
と
す
る
。

簡
4
の
編
聯
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
簡
20
の
下
部
と
簡
4
の

上
部
が
映
失
し
(
[
図
四
]
参
照
）
、
形
制
面
か
ら
の
検
証
は
困
難

で
あ
る
が
、
簡
17

「
子
過
曹
」
と
簡
4

「
曹
之
喪
」
と
の
場
所
の

合
致
、
簡
20

「
其
褥
而
歌
焉
」
と
簡
4
の
「

IL節
而
哀
臀
」
と
の

属
三
]
簡

1
7十
簡
2
0復
原
図
・
掛
合
簡
長
四
十
•
四
セ
ン
チ

．
簡
17
1
8
.
5

ー

簡

20
21. 9
 

第

，

一

契

口

第

二

契

口
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対
応
、
さ
ら
に
簡
1

7

+

2

0

4

人
物
の
合
致
を
踏
ま
え
れ
ば
、

1
7
+
2
0
の

す
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 「回」

と
の

4
が

〈
考
証
〉

簡
17
＋
簡
2
0
|簡
4
は
、
孔
子
と
子
路
と
の
問
答
の
末
尾
が

存
す
る
章

(
A
)
、
曹
を
通
過
し
た
お
り
の
孔
子
と
顔
回
の
逸
話
を

記
す
章

(
B
)
、
孔
子
と
子
流
と
の
問
答
の
前
半
部
が
残
存
す
る
章

(
C
)

の
三
章
に
区
分
さ
れ
る
。

A
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
章
符
号

に
よ
り
A
と
B
と
の
区
分
は
明
ら
か
で
あ
る
。

B
は
『
弟
子
問
』
に
お
い
て
特
定
の
場
面
設
定
が
見
え
る
唯
一

の
例
で
あ
る
。
『
論
語
』
に
お
い
て
も
場
面
設
定
が
記
さ
れ
る
章
は

比
較
的
少
な
い
が
、
遊
歴
中
に
他
国
の
状
況
を
目
に
し
た
孔
子
と

御
者
を
つ
と
め
る
弟
子
と
の
逸
話
と
い
う
点
で
共
通
性
を
示
す
子

路
篇
9
を
以
下
に
引
用
す
る
。

子
、
衛
に
適
く
。
再
有
僕
た
り
。
子
日
く
、
庶
き
か
な
。
再

有
日
く
、
既
に
庶
し
。
又
何
を
か
加
え
ん
。
日
く
、
之
を
富

ま
さ
ん
。
日
く
、
既
に
富
め
り
。
又
何
を
か
加
え
ん
。
日
＜
、

之
を
教
え
ん
。

B
と
C
と
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
陳
剣
氏
1
に
従
っ
た
。

C
の
冒
頭
は
「
子
嘆
日
、
烏
、
莫
我
知
也
夫
」
と
の
孔
子
の
慨
嘆

か
ら
章
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
張
光
裕
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
「
莫

我

知

也

夫

」

と

同

じ

3

7

に

も

見

い

だ

さ

れ
る
。
こ
の

C
と

憲

3

7

と

の

つ

い

て

は

、

語

句

の

合

致
と
と
も
に
構
成
面
に
お
け
る
共
通
性
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
（
次
表
参
照
）
。

憲
問
篇
3
7
は
「
我
を
知
る
こ
と
莫
き
か
な
」
と
の
孔
子
の
慨
嘆

の
こ
と
ば
か
ら
開
始
さ
れ
、
「
何
為
れ
ぞ
其
れ
子
を
知
る
こ
と
莫
か

ら
ん
」
と
の
孔
子
の
真
意
を
問
う
子
貢
に
対
し
て
、
「
天
を
怨
み
ず
、

人
を
尤
め
ず
、
下
学
し
て
上
達
す
。
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
」

と
の
孔
子
の
真
意
が
示
さ
れ
て
章
が
結
ば
れ
る
。
一
方
、

C
は
憲

問
篇
3
7
と
同
様
「
子
嘆
じ
て
日
く
、
烏
、
我
を
知
る
こ
と
莫
き
か

な
」
と
の
孔
子
の
慨
嘆
で
章
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
「
子

す

蒋
日
く
、
施
つ
る
こ
と
有
る
の
謂
な
る
か
」
と
の
子
蒋
の
質
問
を

受
け
て
、
「
子
日
く
、
慨
よ
、
…
…
」
と
子
癖
へ
の
呼
び
か
け
に
は

じ
ま
る
孔
子
の
回
答
が
続
い
て
い
る
。
子
茄
の
問
い
に
対
す
る
孔

子
の
回
答
部
分
は
鋏
失
に
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
判
断

し
て
、
自
己
の
慨
嘆
の
真
意
を
吐
露
す
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
し
た
が
っ
て

C
は
憲
問
篇
3
7
と
ほ
ぽ
同
様
の

構
成
を
も
つ
章
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、

B
と
C
と
は
、
登
場
す
る
弟
子
・

主
題
の
両
面
に
お
い
て
明
ら
か
に
内
容
を
異
に
し
て
お
り
、

C
か

ら
を
別
章
と
す
る
陳
氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ

こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

B
と
C
と
の
間
に
は
分
章
を
示
す
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章
符
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
『
弟
子
問
』

に
お
け
る
す
べ
て
の
章
の
末
尾
に
章
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
『
弟
子
問
』

の
分
章
を
考
察
す
る
上
で
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
簡
5

図
者
、
可
迂
（
奉
）
而
告
也
。
子
日
、
少
（
小
）
翌
（
束
）
取
余

言
。
登
年
不
亙
（
恒
）
至
。
者
老
不
逗
（
復
）
牡
。
取
（
賢
）
者
倣
（
及
）

0
…
…
者
、
奉
じ
て
告
ぐ
べ
き
な
り
。
子
日
く
、
小
子
、
来
た

り
て
余
の
言
を
取
れ
。
登
年
は
恒
に
は
至
ら
ず
。
者
老
は
壮

に
復
ら
ず
。
賢
者
は
…
…
に
及
び
て
…
…

子
日
、
不
怨
天
、
不
尤
人
、
下
學
而
上
達
。

知
我
者
其
天
乎
゜

子
貢
日
、
何
為
其
莫
知
子
也
。

子
日
、
莫
我
知
也
夫
。

『
論
語
』
憲
問
篇
37

子
日
、
慨
、

0
…
…
は
、
う
け
た
ま
わ
っ
て
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
き
み
た
ち
、
こ
ち
ら
に
来
て
わ

た
し
の
言
葉
を
し
か
と
受
け
と
め
な
さ
い
。
寿
命
が
つ
ね
に

長
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
年
寄
り
は
若
い
こ
ろ
に
も
ど
れ
な

い
。
賢
者
は
…
…
に
お
よ
ん
で
…
…
」

〈
考
証
〉

「
子
日
」
の
前
に
は
章
符
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
前
の
発
言
を
受
け
て
弟
子
に
発
せ
ら
れ
た
孔
子
の
―
―

葉
と
見
な
し
て
解
釈
し
た
。
た
だ
し
、
章
末
に
章
符
号
が
付
さ
れ

な
い
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
や
、
以
下
の
ご
と
く
、
「
小
子
…
…
」

と
い
う
孔
子
の
呼
び
か
け
で
は
じ
ま
る
形
式
が
『
論
語
』
に
存
在

す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
子
日
」
か
ら
は
別
章
で
あ
る
可

子
茄
日
、
有
施
之
謂
也
乎
。

子
嘆
日
、
烏
、
莫
我
知
也
夫
。

『
弟
子
問
』
簡
4
(
C
)
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能
性
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
。

子
日
、

ii、
何
莫
學
夫
詩
。
詩
可
以
興
、
可
以
観
、
可
以

群
、
可
以
怨
。
適
之
事
父
、
遠
之
事
君
、
多
識
於
鳥
獣
草
木

之
名
。
（
陽
貨
篇
9
)

（
四
）
簡
6
ー
簡
9

図
安
（
焉
）
。
子
日
、
貧
箋
（
賤
）
而
不
約
①
者
、
虐
（
吾
）
見
之
吉

（
突
）
。
賭
（
富
）
貴
而
不
喬
（
甕
者
、
虐
（
吾
）
骸
（
聞
）
而
【

6
】
[
末

之
見
也
o

]

図
士
、
虐
（
吾
）
見
之
豆
（
突
）
。
事
而
弗
受
者
、
虐
（
吾
）

餌
（
聞
）
而
未
之
見
也
。
子
日
、
人
而
下
臨
‘
猷
（
猶
）
上
臨
也
②
〇

図
【

9
】

く
る

0
…
…
焉
。
子
日
く
、
貧
賤
に
し
て
約
し
み
と
せ
ざ
る
者
は
、

吾
之
を
見
れ
り
。
富
貴
に
し
て
緊
ら
ざ
る
者
は
、
吾
れ
聞
く

も
呆
だ
之
れ
を
見
ざ
る
な
り
｝
…
・
士
は
、
吾
之
を
見
れ
り
。

事
え
て
受
け
ざ
る
者
は
、
吾
れ
聞
く
も
未
だ
之
れ
を
見
ざ
る

な
り
。

0

子
日
く
、
人
に
し
て
下
臨
す
る
は
、
猶
お
上
臨
す
る
が
ご

と
き
な
り
。
…
…

0
…
…
焉
。
先
生
が
言
わ
れ
た
、
「
貧
乏
で
あ
り
な
が
ら
困
窮
し

な
い
者
を
、
わ
た
し
は
見
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
金
持
ち

で
身
分
が
高
い
の
に
お
ご
り
高
ぶ
ら
な
い
者
を
、
わ
た
し
は

聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
[
見
た
こ
と
は
な
い
o

]

…
…
役
人

を
、
わ
た
し
は
見
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
仕
え
て
見
返
り

を
受
け
と
ら
な
い
者
を
、
わ
た
し
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て

も
見
た
こ
と
は
な
い
。
」

0

先
生
が
言
わ
れ
た
、
「
人
で
あ
り
な
が
ら
下
に
臨
む
の
は
、

ち
ょ
う
ど
上
に
臨
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
」

注①
「
約
」
は
、
貧
し
さ
に
苦
し
む
、
困
窮
す
る
意
。
『
論
語
』
里

仁
篇

2
に
「
子
日
、
不
仁
者
不
可
以
久
慮
約
」
と
あ
り
、
皇
疏

に
「
約
、
猶
貧
困
也
」
と
い
う
。
あ

②
「
人
而
下
臨
、
猶
上
臨
也
」
と
ほ
ぽ
同
じ
「
人
而
…
…
猶
…

…
」
の
句
型
は
、
以
下
の
ご
と
く
『
論
語
』
陽
貨
篇
1
0
に
も
見

え
る
。

子
謂
伯
魚
日
、
女
為
周
南
・
召
南
突
乎
゜
凡
而
不
為
周
南
・

召
南
、
其
獨
正
賭
面
而
立
也
奥
。

句
型
か
ら
す
れ
ば
、
人
と
し
て
の
あ
り
方
を
説
く
内
容
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
「
下
臨
」
「
上
臨
」
の
用
義
が
知
ら
れ

ず
、
文
意
を
把
握
し
難
い
。
釈
字
に
つ
い
て
み
る
と
、
形
体
上

疑
問
の
余
地
の
な
い
「
上
臨
」
の
「
臨
」
字
に
対
し
て
、
「
下
臨
」

の
「
臨
」
字
は
「
哲
」
を
除
い
た
形
に
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

(34) 
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は
「
臨
」
字
の
省
文
と
見
て
張
光
裕
氏
の
原
釈
に
従
っ
た
が
、

形
体
上
の
異
同
を
重
く
見
れ
ば
、
な
お
別
釈
の
可
能
性
も
考
慮

さ
れ
よ
う
。

〈
復
原
〉

簡
6
ー
簡
9
の
編
聯
は
私
見
に
よ
る
。
張
光
裕
氏
は
、
簡
6
と

簡
9
と
の
構
文
の
共
通
性
か
ら
簡
6
の
後
に
「
未
之
見
也
」
の
四

字
を
補
足
す
る
が
、
両
簡
の
編
聯
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
形
制
面
か
ら
編
聯
の
妥
当
性
を
検
証

し
て
み
よ
う
(
[
図
五
]
[
図
六
]
参
照
）
。

簡
9
に
は
一
箇
所
の
残
存
契
口
が
確
認
さ
れ
る
が
、
原
寸
図
版

に
よ
っ
て
測
定
す
る
と
、
残
存
契
口
か
ら
上
の
残
映
部
ま
で
の
距

1
3
.
 5
 

離
は
十
八
•
一
セ
ン
チ
、
残
存
契
口
か
ら
下
の
残
鋏
部
ま
で
の
距

離
は
十
三
•
五
セ
ン
チ
と
な
る
(
[
図
六
]
参
照
）
。
仮
に
第
一
契

口
で
あ
れ
ば
、
第
一
契
口
か
ら
簡
首
ま
で
の
距
離
（
約
九
•
三
セ
ン

チ
）
を
超
過
し
、
逆
に
、
第
三
契
口
で
あ
れ
ば
、
こ
ん
ど
は
第
三
契

ロ
か
ら
簡
尾
ま
で
の
距
離
（
約
九
•
四
セ
ン
チ
）
を
超
過
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
簡
9
の
残
存
契
口
は
第
二
契
口
で
あ
る
こ
と
が
確
定

さ
れ
る
。

さ
ら
に
第
二
契
口
か
ら
上
端
断
裂
部
ま
で
の
距
離
（
十
八
•
一

セ
ン
チ
）
は
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
の
距
離
と
合
致
す
る

こ
と
か
ら
、
断
裂
は
第
一
契
口
部
で
生
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
ほ
ぼ
完
簡
が
復
原
さ
れ
る
簡
2
十
簡
1
に
つ
い
て
み
る

と
、
簡
首
か
ら
第
一
契
口
ま
で
の
間
に
は
九
字
が
書
写
さ
れ
て
お

下
端
平
斉

属

邑

簡

6
復
原
図
・
残
存
簡
長
二
十
八
・
ニ
セ
ン
チ
・
上
端
残
、

第

二

契

口

第

三

契

口

一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
t
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8
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~
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9
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六
]
簡
9

復
原
図
・
残
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簡
長
三
十
一
•
六
セ
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チ
・
上
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皆
残

↓
 

第
二
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り
、
簡
6
に
接
続
す
る
簡

9
の
上
端
の
映
失
部
分
に
も
お
そ
ら
く

九
字
前
後
の
文
字
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、

釈
文
に
掲
げ
た
ご
と
く
、
こ
の
章
は
構
文
の
共
通
性
を
特
色
と
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
跛
失
部
分
に
は
「
未
之
見
也
。
口
（
口
）
而
□
口
」

の
八
字
か
ら
九
字
の
文
字
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
形
制
面
か
ら
推
定
さ
れ
る
字
数
と
構
文
の
共
通
性
か
ら
推
定
さ

れ
る
字
数
と
の
合
致
は
、
簡
6
と
簡
9
と
の
編
聯
の
妥
当
性
を
裏

付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

〈
考
証
〉

分
章
に
つ
い
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
「
引
~
、
貧
賤
而
不
約
者
、

吾
見
之
突
。
…
…
吾
聞
而
未
之
見
也

oti、人
而
下
臨
、
猷
（
猶
）

上
臨
也
。
…
…
」
の
ご
と
く
、
「
子
日
」
で
は
じ
ま
る
孔
子
の
言
葉

が
連
続
し
て
配
置
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
後
の
「
子
日
」
の

前
に
は
章
符
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
章
符
号
の

有
無
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
子
日
」
で
は
じ
ま
る
二
つ
の
言
説

を
同
一
章
と
見
な
す
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
比
較
分
析
の
た
め
に
、
『
論
語
』
に
お
け
る
同
様
の
重
出
例

を
見
る
と
、
以
下
の
二
章
が
指
摘
さ
れ
る
。

．
宰
予
畳
疲

oti、
朽
木
不
可
離
也
、
糞
土
之
脳
、
不
可
朽

也
。
於
予
典
何
誅

oti、
始
吾
於
人
也
、
聴
其
言
而
信
其

行
。
今
吾
於
人
也
、
聴
其
言
而
観
其
行
。
於
予
奥
改
是
。
（
公

冶
長
篇
10)

・
刊
国
‘
聖
人
吾
不
得
而
見
之
突
。
得
見
君
子
者
、
斯
可
芙
°

引
国
、
善
人
吾
不
得
而
見
之
癸
。
得
見
有
恒
者
、
斯
可
突
。

亡
而
為
有
、
虚
而
為
盈
、
約
而
為
泰
。
難
乎
有
恒
突
。
（
述
而

篇
25)

こ
の
う
ち
述
而
篇

25
に
つ
い
て
は
、
も
と
別
章
で
あ
っ
た
が
一

章
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
『
経
典
釈
文
』
の
説
や
、
後
の
「
子

日
」
は
術
文
で
あ
る
と
す
る
集
注
の
説
が
あ
り
、
公
冶
長
篇
10
に

つ
い
て
は
、
宰
我
批
判
と
い
う
共
通
主
題
の
な
か
で
、
二
つ
の
孔

子
の
言
説
を
並
記
し
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
論

語
』
の
二
章
に
は
、
い
ず
れ
も
二
つ
の
「
子
日
」
に
構
文
や
主
題

に
つ
い
て
の
顕
著
な
共
通
性
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
簡

6
ー
簡
9
に
み
え
る
二
つ
の
「
子
日
」
に
は
、
主
題
や
構
文
の
共

通
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
を
同
一
章
と
判
定
す
べ
き
根
拠
を

見
い
だ
し
難
い
。
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
、
簡
9
の
「
子
日
」
か

ら
は
別
章
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
上
述
し
た
簡
4
の
場
合
と
同

様
、
分
章
の
際
に
章
符
号
が
付
さ
れ
な
い
例
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。筆

者
の
初
歩
的
な
統
計
に
よ
れ
ば
、
『
論
語
』
全
五
―
二
章
の
う

ち
、
「
子
日
」
で
は
じ
ま
る
章
は
二
三
五
章
で
全
体
の
約
四
六
％
を

し
め
る
（
ち
な
み
に
「
子
日
」
で
は
じ
ま
る
二
三
五
章
の
う
ち
約

(36) 



九
五
％
に
あ
た
る
ニ
ニ
四
章
は
、
問
答
で
は
な
く
孔
子
単
独
の
言

説
か
ら
な
る
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
子
日
」
の
語

は
孔
子
の
言
説
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
章
の
冒
頭
を
表
示

す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
、
『
弟
子
問
』
に
お
い
て
も
、

文
脈
上
、
章
の
区
分
が
自
明
で
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
し
も

章
符
号
は
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
簡
6
に
見
え
る
は
じ
め
の
「
子
日
」
に
つ
い
て
は
、
そ

の
前
に
「
安
（
焉
）
」
字
一
字
が
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
分

章
に
つ
い
て
詳
し
い
吟
味
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
取
り
あ
え
ず
、
「
安
（
焉
）
」
字
の
後
に
章
符
号
が
付
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
根
拠
に
同
一
章
と
見
な
し
た
。

（
五
）
簡
7
十
簡
8

図
田
‘
①
日
、
虐
（
吾
）
餌
（
聞
）
、
父
母
之
喪
、
【

7
】
臥
（
食
）
肉

女
（
如
）
飯
土
、
含
（
飲
）
酉
（
酒
）
女
（
如
）
淫
（
滑
）
。
信
虐
（
乎
）
。

子
報
（
貢
）

Z
（
日
）
、
莫
新
（
親
）
虎
（
乎
）
父
母
、
死
不
観
（
顧
）
生
。

（
乎
）
其
信
也
。
田
【
8
】

も

0
…
…
子
日
く
、
吾
聞
く
、
父
母
の
喪
に
は
、
肉
を
食
ら
う
も

に
ご
り
み
ず

土
を
飯
ら
う
が
如
く
、
酒
を
飲
む
も
消
の
如
し
と
。
信
な

ら
ん
か
。
子
貢
日
く
、
父
母
に
親
し
む
こ
と
莫
け
れ
ば
、
死

す
る
も
生
を
顧
み
ず
。
其
れ
信
と
言
う
べ
き
な
り
。

子
…
…

0
…
…
先
生
が
言
わ
れ
た
、
「
父
母
の
喪
で
は
、
肉
を
食
べ
た
と

し
て
も
土
く
れ
を
食
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
酒
を
飲
ん
だ

と
し
て
も
濁
り
水
を
飲
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
と
聞
く
が
、

こ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。
」
子
貢
が
い
っ
た
、
「
父
母
に
親
し

ん
で
い
な
け
れ
ば
、
父
母
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
生
き
て

い
る
自
分
に
何
の
影
響
も
お
よ
ぼ
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
そ

れ
は
本
当
で
し
ょ
う
。
」
先
生
…
…

注①

簡

7
冒
頭
の
残
峡
字
は
、
判
読
不
能
と
さ
れ
る
が
、
拡
大
カ

ラ
ー
図
版
に
も
と
づ
く
残
存
部
の
墨
痕
の
精
査
に
よ
り
「
子
」

字
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
「
子
」
字
の
右
下
に
は
墨
小
点
の
符

号
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
同
様
の
符
号
は
、
簡

1
9
「
子
ヽ
圏
一
—
（
愕

愕
）
女
（
如
）
也
」
の
「
子
」
字
の
右
下
に
も
認
め
ら
れ
、
主
語
を

示
す
機
能
を
も
つ
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
簡
7
の
場
合
も

同
様
な
意
図
で
付
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
『
弟
子

問
』
に
多
見
さ
れ
る
他
の
「
子
日
」
に
は
符
号
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
上
述
し
た
簡
19
の
場
合
も
「
子
ヽ
慨

l

（
愕
愕
）
女
（
如
）
也
」

の
前
に
あ
る
「
子
膵
一
（
惇
惇
）
女
（
如
）
也
」
に
は
符
号
は
付
さ
れ

(37) 
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て
お
ら
ず
、
符
号
の
添
加
に
つ
い
て
は
、

か
が
わ
れ
る
。

恣
意
的
な
状
況
が
う

〈
復
原
〉

簡
7
と
簡

8
と
の
併
合
は
陳
剣
1
に
従
う
。
こ
の
併
合
に
つ
い

て
陳
氏
は
、
「
《
論
語
・
陽
貨
》
II

夫
君
子
之
居
喪
、
食
旨
不
甘
、
聞

乗
不
楽
、
居
慮
不
安
。
II

居
喪
而
II
食
旨
不
廿
II

、
可
以
説
明
簡
文
云

居
父
母
之
喪
而
II

食
肉
如
飯
土
、
飲
酒
如
淫
（
啜
？
水
）
II

之
意
」
と

述
べ
、
『
論
語
』
陽
貨
篇
2
1
と
の
内
容
面
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
形
制
の
面
か
ら
、
併
合
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
み
よ
う

(
[
図
七
]
参
照
）
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
簡

7

の
簡
長
（
九
•
五
セ
ン
チ
）
と
簡

8

の
上
端
か
ら
第
二
契
口
ま
で
の
距
離
（
八
•
六
セ
ン
チ
）
と
を
合

計
す
る
と
十
八
•
一
セ
ン
チ
と
な
り
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口

ま
で
の
距
離
と
合
致
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
簡
7
上
端
の
断

裂
が
第
一
契
口
部
で
生
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し

属
七
]
簡

7

十
簡
8

復
原
図
・
併
合
簡
長
四
十
五
•
六
セ
ン
チ

簡
7
9
.
5

簡
8

第
二
契
口

1
8
.
2
 

た
形
制
面
に
お
け
る
契
口
部
と
断
裂
部
と
の
合
致
に
よ
っ
て
、
掛

合
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

〈
考
証
〉

注
①
に
述
べ
た
ご
と
く
、
簡
7
冒
頭
の
残
映
字
は
残
存
部
か
ら

「
子
」
字
と
推
定
さ
れ
、
「
吾
聞
、
…
…
」
の
話
者
は
孔
子
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
原
釈
に
お
い
て
釈
読
不
能
と
さ

れ
た
簡
8
の
末
尾
字
が
「
子
」
字
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
陳
剣
氏

1
に
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
は
残
存
す
る
墨
痕
か
ら
明
瞭
に

確
認
さ
れ
る
。
章
の
前
段
が
不
明
で
あ
る
た
め
確
拠
を
得
が
た
い

が
、
以
上
の
検
討
に
よ
り
本
章
は
、
孔
子
が
は
じ
め
に
問
い
か
け
、

そ
れ
に
対
し
て
子
貢
が
答
え
、
さ
ら
に
孔
子
が
批
評
を
加
え
る
と

い
う
構
成
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
な
お
『
論
語
』

に
は
類
似
の
構
成
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

子
、
子
貢
に
謂
い
て
日
く
、
女
と
回
と
執
れ
か
愈
れ
る
。
対

え
て
日
く
、
賜
や
、
何
ぞ
敢
え
て
回
を
望
ま
ん
。
回
や
一
を

(38) 



聞
き
て
以
て
十
を
知
る
。
賜
や
一
を
聞
き
て
以
て
二
を
知
る
。

子
日
く
、
如
か
ざ
る
な
り
。
吾
と
女
と
如
か
ざ
る
な
り
。
（
公

冶
長
篇
9
)

〈
以
下
次
号
〉

[
付
記
]

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(
B
)
「戦

国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
教
授
〈
大
阪
大
学
〉
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(39) 



別
表

『
弟

子
問

』
簡

長
・

契
ロ

一

簡
長

(cm)
竹

簡
（

残
存

契
口

）
簡
端
•

契
口

間
距

(cm)
備

考

簡
1

30 
上

下
端

皆
残

（
第

2
.
 第
3
)

（
第

1
)
—
第

2
:
 18.1 

第
2
ー
第

:3
:
 18.1 

簡
2
十

簡
1

簡
2

23.6 
上

端
平

斉
、

下
端

残
（

第
1
)

上
端
ー
第

1
:
 9.3 

簡
2
十

簡
1

簡
3

12 
上

端
平

斉
、

下
端

残
（

第
1
)

上
端
ー
第

1
:
 10.4 

→
 
『

君
子

為
礼

』
に

帰
属

簡
4

45.2 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
2

.
 第
:1)

第
2
―
第

:3
:
 18.2・ 

第
3
—
下
端
：

9.5 
簡

17
十

簡
20

ー
簡

4

簡
5

35 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
2

.
 第
:1)

第
2
ー
第

8
:
 18
 2・ 
第

3
—
下
端
：

9.4 

簡
6

28.2 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
2

.
 第
:3)

第
2
ー
第

a
:
 1s
 2・ 

第
3
ー
下
端
：

9.5 
簡

6
一

簡
9

簡
7

9
5
 

上
下

端
皆

残
（

不
明

）
簡

7
十

簡
8

簡
8

36.1 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
2

.
 第
3
)

第
2
ー
第

a
:
 1s.2・ 

第
3
ー
下
端
：

9.3 
簡

7
十

簡
8

簡
9

31.6 
上

下
端

皆
残

（
第

2
)

簡
6
一

簡
9

簡
IO

38.4 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
2

.
 第
3
)

第
2
—
第

3
:
 18
 2

• 第
3
ー
下
端
：

9.4 

簡
II

33 
上

下
端

皆
残

（
第

2
)

附
簡

一
簡

II
十

簡
24

簡
12

25.4 
上

下
端

皆
残

（
第

2
)

簡
12

十
簡

15

簡
13

23.9 
上

端
平

斉
、

下
端

残
（

第
1
)

上
端
ー
第

1
:
 15 0

 ?
 

※
契

口
位

置
存

疑

簡
14

23.8 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
3
)

第
3
―
下
端
：

9.4 

簡
15

20.5 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
3
)

第
3
ー
下
端
：

9.5 
簡

12
十

簡
15

簡
16

23.8 
上

下
端

皆
残

（
第

1
ま

た
は

第
2
)

簡
17

1
8
 5

 
上

下
端

皆
残

（
第

1
)

簡
17

十
簡

2
0
ー

簡
4

簡
18

20.8 
上

下
端

皆
残

（
第

2
ま

た
は

第
:-i)

簡
19

24.6 
上

端
平

斉
、

下
端

残
（

第
1
)

上
端
—
第

1
:
 17.8 

?
 

※
契

口
位

置
存

疑

簡
2
0

21.9 
上

下
端

皆
残

（
第

2
)

（第
1
)
ー
第

2
:
 18.1 

簡
17

十
簡

2
0
ー

簡
4

簡
21

22.2 
上

端
平

斉
、

下
端

残
（

不
明

）

簡
22

2
0
 8
 

上
端

残
、

下
端

平
斉

（
不

明
）

簡
23

21.5 
上

下
端

皆
残

（
不

明
）

簡
2
4

12.5 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

第
3
)

第
3
ー
下
端
：

9.4 
附

簡
一

簡
11

十
簡

2
4

附
簡

23 
上

端
残

、
下

端
平

斉
（

不
明

）
附

簡
一

簡
11

十
簡

2
4

ov 


